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ALMA on Angular resolution – λ Plane

ngVLA資料から抜粋



ALMA

• ALMAの科学運用：電波天文学者以外にも利用しやすい観測所を目指す
• 観測提案の敷居を下げる努力と同時に、アーカイブデータの利用の推進
にも注力

• アーカイブには2011年9月の科学観測開始以来、データが蓄積され続け
ている。プロポーザルを書かなくても可能なサイエンスもある。

アーカイブをはじめとする情報はサイエンス・ポータルに
https://almascience.nao.ac.jp/

文書がたくさんあってよく分からない…  日本のユーザー向けページに
講習会テキストや情報の探し方ページを整備中

https://alma-intweb.mtk.nao.ac.jp/~eaarc/DATARED/index.html

First Identification of 
10 kpc [CII] Halo 
around Star-Forming 
Galaxies at z=5-7
(Fujimoto et al. 2019, 
using archive data)

https://almascience.nao.ac.jp/
https://alma-intweb.mtk.nao.ac.jp/%7Eeaarc/DATARED/index.html


共同利用観測の流れ
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ALMAの共同利用
サイクルは1年
（DDTは随時）



データ品質保証による研究者支援

• 提案された解像度と感度を満たしているか、キャリブレーションに大きな
問題がないかを観測所がチェックし、アーカイブを通じて配布している。

• 研究者は配布されたイメージをそのまま用いて研究を開始できる。
• 研究者は観測所によるキャリブーションを再現し、キャリブーション済み
データをスタート地点として観測データ解析に集中することもできる。

• ただし、観測所が提供しているイメージは、あくまで標準的なイメージン
グ手法で処理されたものなので、天体構造に応じた最適化が必要になるこ
とも（後述）。



アーカイブの話に入る前に

• Target of Opportunity
– 通常のプロポーザルサイクルと同じタイミングで観測提案を出してもらう
– イベントが発生したら、PIがhelpdeskからトリガーをかける
– どれくらい早く観測実行に移せるかは、観測バンドや要求分解能に依存するが、24時間以内での実
行は実証済み

• Time constrained observations
– 観測時期を指定した観測提案も可能（他の観測所との同時観測など）
– モニター観測も含む

• DDT
– 随時募集
– 審査結果は2週間以内にPIに送られる
– 即時性を要求する観測提案には不向き



ALMAサイエンス・アーカイブ

• 共同利用観測データは観測終了後、1年で公開される（DDTは6ヶ月後）。
• アーカイブにあるもの：観測所が品質保証のために作成したイメージ(fits)、
生データ、ユーザーがキャリブレーションを再現するためのスクリプトや
データ類、品質保証のレポート等

• Large Programの場合は提案グループが生成するデータやスクリプト、テー
ブル類もアーカイブから取得可能になる。

• 一部、科学評価（テスト）観測のデータも取得できる。
• Astroqueryの利用もできる。

ALMAサイエンス・アーカイブ
https://almascience.nao.ac.jp/asax/
• 2020年8月に検索インターフェース

を刷新
• 検索結果の更新予定：CARTA等

ビューワーへのリンク追加、
プレビュー機能の追加

このプロジェクトで論文が
何本出ているかも表示される

https://almascience.nao.ac.jp/asax/


ALMAデータ

• 解析ソフトは任意だが、代表的なものはCASA
– 電波以外の人でも使えます。(干渉計の原理の理解以外は)慣れの問題です。

• アーカイブに入っている品質保証後のイメージはfits形式、キャリブ
レーション後のデータはそのままCASAで扱える。

• Flux densityの単位はJy/beamから、馴染みのあるJy/arcsec2へ簡単
に変換できる。

• Clean (deconvolution)の
不定性はシンプルでない。
科学目的に応じてイメージ
ングをやり直したい場合も
ある。研究者として自ら
investigationしたり、ヘル
プデスクを利用しエキス
パートと議論したりして信
頼度を確保する。
※一般論としては、ALMAのイ
メージの質は前世代の干渉計か
ら顕著に向上している。

ALMAデータ解析講習会テキストより引用



ALMAアーカイブデータの利用

年間の論文数
（継続的に増加） incomplete

プロジェクトの数 1つのプロジェクトが何編の論文に
利用されているか

1編の論文で何個のプロジェクトが
利用されているか

（2019年10月30日時点での調査）

1編の論文で90以上の
プロジェクトが使われた例も

今日時点で2077本の論文



ALMA Board Meeting, November 2018

ALMAアーカイブデータの利用



ALMAアーカイブ利用の促進のために

JVO: fits archive

1. データそのものの使いやすさ
• 観測所による品質保証の時間の短縮

パイプライン化
（未）キャリブレーション結果の確認に機械学習等の利用も考慮

• キャリブレーションの質の向上
（未）高周波帯でのフラックス較正、位置精度等

• 新しい種類のデータ
（一部対応）Self-calibration
（未）異なるアレイのデータを結合したイメージ等

• （進行中）新パイプラインでの再イメージング（ARI-L）

2. アーカイブの使いやすさ
• インターフェース

（未）他のビューワー等へのリンク
（未）プレビュー機能

• VO機能
（VO関連プロジェクトと連携しながら検討）



ALMAアーカイブ利用の促進のために

3. 解析サポート
• ヘルプデスク、解析ソフトや干渉計データの解析講習会
• 分野ごとの典型的なAnalysis手順のチュートリアルを準備中

過去の講習会のテキスト

先週、今年度の初心者向け
講習会を行った。今後も継
続予定。

https://alma-
intweb.mtk.nao.ac.jp/~eaarc/DATARED/index.html



キャリブレーターフラックスデータの公開Ⅰ

https://almascience.nao.ac.jp/sc/• フラックスキャリブレーションの参照源と
して、ALMA観測所がクエーサーをモニ
ターしている。

• Calibrator data catalogueのページから
フラックス値を参照可能。多波長研究に有
用。

• New! 偏波情報（Stokes Q & U）の数値
も取得可能（プロットは未対応）。

• ただし、偏波情報については、Outlierが残っている可能性がある（後述）



キャリブレーターフラックスデータの公開ⅠⅠ

• AMAPOLA
（http://www.alma.cl/~skameno/AMAPOLA/）
– 合同ALMA観測所の亀野誠二氏が作
成したページ（情報のソースは前頁
と同じ）

– フラックスキャリブレーションデー
タを偏波情報込で表示

– 前述の偏波情報のoutlierについて
は、データごとに詳細な解析が必要
になることもあるので、データを利
用される場合は、helpdeskにお問
合せください。

– トレンドを確認するという目的において
は問題ないとお考えください。



個人的興味：EVPA swing? • γ線フレアとの関係
• 可視光・近赤偏光との関係
• Etc.



まとめ

• ALMAサイエンスアーカイブについて紹介した
– 品質保証済みのイメージFITSがアーカイブされていて、面倒なデータ解析を行わない
で、研究を始めることができる

• ただし、天体・観測モードによっては、追加の処理が必要になることも
– 迷ったら、あるいは疑問があれば、Helpdeskにお問合せを。

https://help.almascience.org/
– さらなる利便性の向上に向けて努力中

• データプロダクトの質・汎用性の向上
• VO機能
• 解析講習会

– キャリブレーターフラックスデータに偏波情報が取り込まれるようになった

• 個人的にはブレーザー偏波角の回転に興味を持っている。多波長共同研究を
展開できればと考えています。

https://help.almascience.org/
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